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暫
　
撃
　
研
　
究
　
　
第
二
雫
七
號

介
さ
れ
、
か
く
て
、
新
渡
見
の
発
文
を
妙
本
・
と
銘
較
し
て
本
女
駒
償
値
を
推

難
し
、
　
一
々
発
丈
を
表
誕
し
て
一
跨
鋼
然
と
し
た
精
轡
な
論
丈
で
あ
る
。
　
軽

輩
研
究
を
欝
面
の
的
と
し
て
居
る
同
民
の
如
き
に
取
っ
て
、
欺
る
斬
材
料
の
．

提
紘
硝
を
得
“
κ
の
は
、
恰
嵐
早
天
に
雲
覧
を
望
ん
だ
感
が
あ
っ
た
ろ
う
が
、
　
そ

の
勢
は
、
論
究
の
上
に
廃
な
と
印
し
て
居
る
。
　
同
妊
三
門
家
の
愛
讃
を
切
に

激
め
て
皿
肱
く
。
　
次
に
躯
歌
原
民
の
発
二
百
置
皿
“
掃
脛
批
畝
磯
も
、
先
號
〃
か
ら
の
砧
鳴
き

で
、
本
號
に
は
、
四
十
一
彿
か
ら
最
後
七
十
八
締
に
瓢
至
る
迄
の
梵
語
字
句
の

詳
縛
な
霧
海
が
加
へ
ら
れ
て
あ
る
。
同
脛
の
畷
究
上
、
少
な
か
ら
ぬ
ヒ
ン
ト

を
輿
へ
る
で
あ
ろ
う
箏
は
潟
ふ
迄
も
無
く
、
　
轡
人
は
斯
冨
回
議
に
刺
戟
さ
れ

て
、
本
丈
を
群
駕
す
る
の
慣
劉
を
蒸
成
し
た
い
と
患
ふ
。
後
阜
の
吾
入
嫉
深

く
氏
に
感
謝
し
て
然
る
可
き
で
あ
る
。
以
上
は
本
欄
…
の
太
要
で
あ
る
が
、
　
爾

ぼ
職
…
鏡
野
に
鮫
憲
印
疲
嘩
谷
他
の
閥
冨
歌
噛
二
三
が
、
『
現
ゐ
仔
…
螂
教
発
本
蹴
録
』
な

る
者
を
報
ぜ
ら
れ
、
五
聖
九
種
の
現
存
卸
本
に
つ
い
て
、
　
一
々
纏
題
と
そ
の

読
明
、
雛
解
、
作
者
杯
を
需
要
せ
ら
れ
て
あ
る
。
多
く
は
秘
密
部
の
縫
軌
知
が

主
で
あ
る
ら
し
い
が
、
實
地
に
彼
に
在
て
研
究
し
つ
』
あ
る
者
の
、
　
斯
る
報

鴇
は
、
吾
人
を
利
ず
る
庭
敵
影
で
な
い
か
ら
、
　
大
に
撒
迎
す
べ
き
で
あ
る
。

禽
ぼ
鋒
夢
に
一
嘗
し
て
置
き
順
い
の
は
、
宗
敏
研
究
會
が
成
立
以
來
、
口
爾

ほ
深
か
ら
ぬ
の
に
、
漸
次
會
員
も
短
加
し
、
就
倉
の
磁
俗
何
血
を
問
は
ず
、

跳
の
眞
踵
な
研
究
機
闘
…
に
佼
て
、
罪
数
の
新
穂
命
を
捕
へ
よ
う
と
す
る
士
の

華
っ
て
集
り
來
る
事
は
、
洵
に
慶
辛
に
堪
へ
な
い
寓
で
あ
る
が
、
　
黄
澱
外
の

士
も
、
大
に
翫
賞
愛
設
す
る
の
、
璽
遇
せ
ん
事
を
希
醒
し
て
已
ま
な
い
者
で

あ
る
。
東
京
博
文
盤
慢
語
。
定
頂
七
十
五
銭
（
手
島
交
倉
）

佛
機
の
醗
究

九
八

小
　
野
　
玄
　
妙
著

　
こ
の
書
は
、
印
度
、
支
那
、
二
本
に
流
傳
せ
る
大
小
顯
密
の
佛
像
の
形
相
を

純
律
儀
軌
の
本
交
に
線
っ
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
、
序
説
κ
於
て
佛
像
研

究
の
田
川
出
泓
、
造
像
の
三
山
八
史
的
臓
卜
、
　
佛
｛
像
の
安
心
せ
ら
れ
た
方
式
に
無
仲
る

槻
察
の
仕
方
、
三
相
、
眞
嘗
の
修
法
と
其
本
麓
、
　
曼
魔
羅
の
種
類
等
、
要
す

る
に
『
何
佛
の
像
で
あ
る
か
』
と
雷
ふ
こ
と
を
槻
察
す
る
上
の
一
般
的
な
知

識
を
興
へ
、
進
ん
で
第
二
章
以
下
に
於
て
、
櫛
菩
薩
明
王
刑
部
の
諸
像
を
細

快
し
て
、
夫
れ
を
一
々
三
三
に
且
つ
簡
助
に
三
唱
す
る
。
　
碧
者
の
言
ふ
如
く

さ
き
に
団
氏
の
署
し
た
『
唾
罵
美
稽
概
論
』
　
の
餐
論
の
一
部
に
霜
雷
す
る
も

の
で
、
佛
敏
美
術
に
…
關
し
、
　
こ
の
方
面
の
知
識
を
必
要
と
ナ
る
種
々
の
研
究

純
美
鱗
的
研
究
以
外
の
諸
種
の
研
究
に
從
ふ
人
が
彼
の
書
と
典
に
必
ず
滲
考

に
供
す
べ
き
有
用
な
る
署
野
口
で
あ
る
。
東
京
市
小
石
川
匿
原
町
六
番
地
丙
午

幽
版
融
寒
行
定
煩
金
二
圓
。
（
植
田
）

寄
贈
書
籍
雑
誌
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雛
ホ
碁
瞥
数
鋭
　
山
本
秀
燵
著
　
洛
陽
堂

ス
冨
ノ
ザ
藩
…
静
思
　
鹸
へ
畠
チ
カ
）
　
丈
學
士
小
尾
範
溶
課
　
電
波
書
店

天
象
礪
激
僅
講
話
　
境
野
黄
．
比
量
　
再
午
熱
版
融

蓄
箪
書
誌
　
息
潮
　
丁
酉
倫
理
講
演
集
　
心
理
研
究
　
六
合
難
誌
　
棄
洋
哲

學
無
糀
燈
　
束
亜
之
光
　
早
稻
田
文
畢
學
校
数
育
　
教
育
内
外
教
育
評

論
　
魯
通
教
宥
　
薮
育
研
究
　
敏
育
學
衝
鼻
　
教
育
罫
　
教
育
暗
論
　
東
京


